
暮
ら
し
の
お
知
ら
せInform

ation
　
地
区
計
画
制
度
は
、
地
域
の
皆
さ
ん

と
市
が
連
携
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域

に
合
っ
た
ル
ー
ル
を
定
め
る
こ
と
で
、

よ
り
快
適
で
住
み
や
す
い
環
境
や
、
美

し
い
ま
ち
並
み
を
守
り
育
む
た
め
の
制

度
で
す
。

地
区
計
画
制
度
で
定
め
る
こ
と

　
地
区
計
画
で
は
、
地
域
の
特
性
に

合
っ
た
ま
ち
づ
く
り
の
大
ま
か
な
目
標

と
、
そ
れ
を
実
現
す
る
た
め
の
具
体
的

な
ル
ー
ル
を
定
め
ま
す
。

　
ル
ー
ル
と
し
て
、
建
物
の
用
途（
住

宅
、
店
舗
な
ど
）・
高
さ
・
敷
地
面

積
・
色
、
道
路
や
公
園
の
配
置
な
ど
を

地
区
全
体
で
定
め
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、

地
区
内
を
区
分
し
て
、
さ
ら
に
細
か
く

定
め
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

　
地
区
計
画
を
定
め
る
こ
と
で
、
計
画

的
に
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
く
こ
と

が
で
き
ま
す
。

計
画
案
の
申
し
出
が
で
き
ま
す

　
地
区
計
画
を
定
め
よ
う
と
す
る
地
域

住
民
や
土
地
所
有
者
な
ど
の
利
害
関
係

者
は
、
地
区
計
画
の
案
を
市
へ
申
し
出

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
申
し
出
る
た
め
に
は
、
区
域
の
面
積

が
0
・
5
ヘ
ク
タ
ー
ル
以
上
で
一
体
と

な
っ
た
土
地
で
あ
る
こ
と
、
地
域
内
の

土
地
所
有
者
の
同
意
を
得
て
い
る
こ
と

な
ど
が
条
件
に
な
り
ま
す
。

建
築
な
ど
は
事
前
の
届
け
出
を

　
現
在
、
市
内
で
は
13
の
地
域
で
地
区

計
画
が
定
め
ら
れ
て
い
ま
す（
左
上
表
）。

　
計
画
の
地
域
内
で
、
建
物
の
建
築
や

用
途
の
変
更
な
ど
を
行
う
場
合
は
、
行

為
に
着
手
す
る
日
の
30
日
前
ま
で
に
市

へ
届
け
出
て
く
だ
さ
い
。

　
新
築
だ
け
で
な
く
、
増
改
築
や
外

壁
・
屋
根
の
塗
り
替
え
、
カ
ー
ポ
ー
ト

や
フ
ェ
ン
ス
・
塀
の
設
置
な
ど
の
場
合

に
も
届
け
出
が
必
要
で
す
。

　
地
区
計
画
の
内
容
は
、
都
市
計
画
課

（
市
役
所
5
階
）、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（http://w
w
w
.city.narita.chiba.

jp/environm
ent/page180600.

htm
l

）で
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

※
く
わ
し
く
は
同
課（
☎
20
‐
1
5
6 

0
）へ
。

資
産
税
課
へ
連
絡
を

家
屋
の
新
築
・
増
築
な
ど

　
固
定
資
産
税
は
毎
年
1
月
1
日
現
在

の
土
地
・
家
屋
・
償
却
資
産
の
所
有
者

に
、
都
市
計
画
税
は
市
街
化
区
域
内
の

土
地
・
家
屋
の
所
有
者
に
課
税
さ
れ
ま

す
。

　
家
屋
の
新
築
・
増
築
・
建
て
替
え
・

取
り
壊
し
・
用
途
や
名
義
の
変
更
な
ど

が
あ
れ
ば
資
産
税
課
へ
連
絡
し
て
く
だ

快
適
な
住
環
境
の
た
め
に

地
区
計
画
制
度

地区計画の地区名 対象となる区域
京成成田駅東口地区 京成成田駅東口（花崎町の一部）
公津東地区 公津の杜全域
橋賀台二丁目地区 橋賀台2丁目の一部（橋賀台公園周辺）
久住駅前地区 久住中央全域
土屋地区 ウイング土屋全域
玉造六丁目地区 玉造6丁目1番地
公津西地区 はなのき台全域
大栄物流団地地区 大栄物流団地全域
成田湯川駅南口地区 成田湯川駅南口（松崎の一部）
東町・花崎町地区 東町・花崎町の一部
中台三丁目地区 中台3丁目2番地
大学医学部付属病院地区 川栗・畑ケ田の一部
美郷台小学校地区 美郷台2丁目の一部

さ
い
。

　
リ
フ
ォ
ー
ム
で
事
務
所
を
居
宅
に
し

た
な
ど
の
用
途
の
変
更
は
、
担
当
者
に

よ
る
現
地
確
認
が
必
要
な
場
合
が
あ
り

ま
す
。
ま
た
、
未
登
記
の
場
合
は
、
届

け
出
が
な
い
と
名
義
変
更
前
の
所
有
者

に
課
税
さ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で

注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

※
く
わ
し
く
は
資
産
税
課（
☎
20
‐
1 

5
1
4
）へ
。

設
置
費
と

維
持
管
理
費
を
補
助

合
併
処
理
浄
化
槽

　
合
併
処
理
浄
化
槽
は
、
し
尿
や
台

所
・
洗
濯
な
ど
の
生
活
雑
排
水
を
併
せ

て
処
理
す
る
浄
化
槽
で
す
。

　
市
で
は
、
住
宅
に
合
併
処
理
浄
化
槽

を
設
置
す
る
費
用
の
一
部
を
補
助
し
て

い
ま
す
。
補
助
を
受
け
る
に
は
条
件
が

あ
り
ま
す
の
で
、
必
ず
着
工
前
に
相
談

し
て
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
毎
年
の
維
持
管
理
に
係
る
費

用
へ
の
補
助
も
あ
り
ま
す
。

※
騒
音
地
域
は
、
特
例
に
よ
り
補
助
金

の
限
度
額
が
異
な
り
ま
す
。
く
わ
し

く
は
環
境
衛
生
課（
☎
20
‐
1
5
3 

1
）へ
。

＊1　�11〜50人槽を設置する場合も、補助があ
ります

＊2　�表中の補助金額に、撤去費用として単独
処理浄化槽からの転換時は18万円、くみ
取り便所からの転換時は10万円を加え、
さらに配管費用として10万円を限度額と
して上乗せします（住宅の建て替えに合わ
せたくみ取り便所からの転換は除く）

＊3　�「TN10」とは、放流水の総窒素濃度の日間
平均値が1リットル当たり10ミリグラム以
下の機能の物、「TN20」とは20ミリグラム
以下の機能の物

＊4　�公共の道路側溝や水路などの整備が見込
まれない区域で、合併処理浄化槽と同時
設置に限るなどの条件があります

設置費補助金（限度額）
対象区域 印旛沼流域以外の区域 印旛沼流域の区域

放流先のな
い場合の処
理装置*⁴人槽区分*¹

通常型合併処理浄化槽 窒素除去高度処理型合併処理浄化槽

新規 転換*²
新規 転換*²

TN10*³
（TN20）

TN10*³
（TN20）

5人槽 22万円 33万2,000円 64万4,000円
（29万6,000円）

64万4,000円
（44万4,000円） 20万円

6・7人槽 27万6,000円 41万4,000円 68万6,000円
（32万4,000円）

68万6,000円
（48万6,000円） 24万円

8〜10人槽 36万4,000円 54万8,000円 77万6,000円
（38万4,000円）

77万6,000円
（57万6,000円） 32万円

広報なりた 2018.7.15 6



け
ま
し
ょ
う
。

◦
室
温
は
28
℃
を
目
安
に
体
調
を
考
慮

し
な
が
ら
エ
ア
コ
ン
の
温
度
設
定
を

す
る

◦
電
気
機
器
の
電
源
は
入
れ
た
ま
ま
に

し
な
い
。
長
時
間
使
わ
な
い
と
き
は

プ
ラ
グ
を
抜
く

◦
冷
蔵
庫
は
整
理
整
頓
し
て
効
率
的
に

使
用
す
る

◦
煮
物
な
ど
の
下
ご
し
ら
え
は
電
子
レ

ン
ジ
を
活
用
す
る

◦
風
呂
は
冷
め
な
い
う
ち
に
続
け
て
入

浴
し
、
で
き
る
だ
け
追
い
だ
き
を
し

な
い

◦
シ
ャ
ワ
ー
は
流
し
た
ま
ま
に
し
な
い

◦
家
族
で
1
つ
の
部
屋
に
集
ま
る
、
涼

し
い
場
所
に
出
掛
け
る
な
ど
「
ク
ー

ル
シ
ェ
ア
」
を
す
る
こ
と
で
、
家
庭

で
の
エ
ア
コ
ン
の
使
用
を
控
え
る

公
共
施
設
で
も
ク
ー
ル
シ
ェ
ア

　
市
で
は
、
ク
ー
ル
シ
ェ
ア
を
推
進
す

る
た
め
、
公
共
施
設
の
一
部
を
開
放
し

も
の
と
し
て
計
算
し
ま
す
。
水
道
水
と

井
戸
水
を
併
用
す
る
場
合
は
、
上
水
道

の
使
用
水
量
に
井
戸
水
分
と
し
て
1
人

当
た
り
1
カ
月
に
3
・
5
立
方
メ
ー
ト

ル
を
加
え
ま
す
。

　
転
居
な
ど
に
よ
り
使
用
人
数
に
変
更

が
あ
る
場
合
は
、
下
水
道
課（
☎
20
‐

1
5
5
3
）に
連
絡
し
、
変
更
手
続
き

を
し
て
く
だ
さ
い
。

※
く
わ
し
く
は
同
課
へ
。

自
己
負
担
が

変
更
に
な
る
こ
と
も

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
制
度

　
医
療
機
関
の
窓
口
で
は
、
医
療
費
の

1
割
を
負
担
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま

す
が
、
市
・
県
民
税
の
課
税
所
得
が
1 

4�

5
万
円
以
上
の
場
合
、
負
担
の
割
合

は
3
割
に
な
り
ま
す
。

　
た
だ
し
、
次
の
ど
ち
ら
か
に
当
て
は

ま
る
人
は
、
申
請
に
よ
り
負
担
の
割
合

は
1
割
に
な
り
ま
す
。
対
象
と
見
込
ま

れ
る
人
に
申
請
書
を
送
付
し
ま
し
た
の

で
、
手
続
き
し
て
く
だ
さ
い
。

◦
同
じ
世
帯
の
被
保
険
者
の
収
入
額
の

合
計
が
5
2
0
万
円（
同
じ
世
帯
で
、

被
保
険
者
が
1
人
の
場
合
は
3
8
3

万
円
）に
満
た
な
い
人

◦
年
収
が
3
8
3
万
円
以
上
の
被
保
険

者
で
、
同
じ
世
帯
の
70
〜
74
歳
の
人

を
含
め
た
収
入
額
の
合
計
が
5
2
0

万
円
に
満
た
な
い
人

自
己
負
担
限
度
額
の
一
部
が
変
更
さ
れ

ま
す

　
8
月
診
療
分
か
ら
自
己
負
担
限
度
額

の
一
部
の
区
分
で
限
度
額
に
変
更
が
あ

り
ま
す
。

　
詳
細
は
7
月
10
日
㈫
に
発
送
さ
れ
た

保
険
証
に
同
封
の
「
平
成
30
年
度
版　

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
案
内
」
で
確

認
し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
現
在
の
保

険
証
は
有
効
期
限
が
過
ぎ
て
か
ら
個
人

情
報
に
注
意
し
て
廃
棄
す
る
か
、
次
の

場
所
に
あ
る
保
険
証
回
収
箱
へ
返
却
し

て
く
だ
さ
い
。

保
険
証
回
収
箱
設
置
場
所
＝
保
険
年
金

課（
市
役
所
1
階
）、
下
総
・
大
栄
支

所
、
市
民
課
赤
坂
・
遠
山
分
室
、
健

康
増
進
課（
保
健
福
祉
館
内
）

※
く
わ
し
く
は
保
険
年
金
課（
☎
20
‐

1
5
4
7
）へ
。

ま
す
。
開
放
場
所
・
日
時
・
条
件
は
、

各
施
設
に
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

開
放
施
設
＝
市
役
所
、
大
栄
支
所
、
も

り
ん
ぴ
あ
こ
う
づ
、
三
里
塚
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
、
赤
坂
ふ
れ
あ
い

セ
ン
タ
ー
、
子
ど
も
館
、
保
健
福
祉

館
、
保
健
福
祉
館
大
栄
分
館
、
男
女

共
同
参
画
セ
ン
タ
ー
、
国
際
文
化
会

館
、
市
体
育
館
、
豊
住
ふ
れ
あ
い
健

康
館
、
三
里
塚
御
料
牧
場
記
念
館
、

中
央
・
下
総
・
大
栄
公
民
館
、
市
立

図
書
館

※
く
わ
し
く
は
環
境
計
画
課（
☎
20
‐

1
5
3
3
）へ
。

井
戸
水
利
用
者
は

必
ず
手
続
き
を

下
水
道
の
使
用

　
井
戸
水
の
み
を
利
用
し
て
い
る
世
帯

の
下
水
道
使
用
水
量
は
、
1
人
当
た
り

1
カ
月
に
7
立
方
メ
ー
ト
ル
使
用
し
た

私
た
ち
の
手
で

ま
ち
を
美
し
く

環
境
美
化
運
動

　
8
月
5
日
㈰
を
中
心
に
、
区
や
自
治

会
、
事
業
所
な
ど
の
協
力
を
得
て
環
境

美
化
運
動
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

　
こ
の
運
動
で
は
、
各
地
区
の
道
路
や

公
園
な
ど
に
捨
て
ら
れ
た
瓶
・
缶
な
ど

の
ご
み
拾
い
を
行
い
ま
す
。
個
人
で
環

境
美
化
運
動
に
参
加
す
る
場
合
は
、
事

前
に
ク
リ
ー
ン
推
進
課（
☎
20
‐
1�

5 

3�

0
）へ
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

※
く
わ
し
く
は
同
課
へ
。

身
近
な
こ
と
か
ら
実
践

夏
の
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
対
策

　
夏
場
は
エ
ア
コ
ン
の
使
用
な
ど
に
よ

り
、
多
く
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
消
費
さ
れ

ま
す
。
身
近
で
で
き
る
省
エ
ネ
を
心
掛

6月16日〜30日

市長
日誌

観光みやげ商組合総会であいさつ（22日）

16日 区長会研修会

18日
成田空港周辺地域共生財団評
議員会
シルバー人材センター総会

20日
6月定例市議会閉会
成田商工会議所議員総会

22日
戦没者慰霊塔供養会
婦人防火指導員協議会総会
観光みやげ商組合総会

23日
文化団体連絡協議会創立40周
年記念まつり
久住地区空港対策委員会総会

26日
成田防犯連合会総会
資源回収協同組合総会

28日

成田赤十字病院運営協議会
観光協会総会
三郡医師会航空機対策協議会
総会

①固定資産税（第2期）
②国民健康保険税（第1期）
③後期高齢者医療保険料（第1期）
④介護保険料（第1期）

※�くわしくは①②納税課（☎20-1519）、③保険年金
課（☎20-1526）、④介護保険課（☎20-1545）へ。

7月31日㈫

限期今 月 の 納

広報なりた 2018.7.15　☎／市外局番の記載のないものは「0476」です7
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ま
す
。

　
県
内
の
医
療
機
関
な
ど
で
保
険
診
療

を
受
け
た
際
に
、
子
ど
も
医
療
費
助
成

受
給
券
を
提
示
す
る
こ
と
で
、
医
療
費

の
支
払
い
が
自
己
負
担
額
の
み
に
な
り

ま
す
。

　
県
外
の
医
療
機
関
を
受
診
し
た
な
ど

の
理
由
で
受
給
券
が
使
用
で
き
な
か
っ

た
場
合
は
、
申
請
す
る
こ
と
で
支
払
っ

た
医
療
費
と
自
己
負
担
額
と
の
差
額
を

受
け
取
れ
ま
す（
申
請
期
限
は
受
診
の

翌
月
か
ら
2
年
以
内
）。

自
己
負
担
額
＝
入
院
1
日
2
0
0
円
、

通
院
1
回
2
0
0
円
、
調
剤
は
無
料

（
市
民
税
所
得
割
非
課
税
世
帯
は
入

院
・
通
院
も
無
料
）

母
子
・
父
子
家
庭
な
ど
の
医
療
費

　
母
子
・
父
子
家
庭
の
母
や
父
、
子
ど

も（
両
親
が
い
な
い
場
合
を
含
む
）が
、

医
療
機
関
な
ど
で
保
険
診
療
を
受
け
た

迷
惑
に
な
り
ま
す

公
園
内
で
の
花
火

　
公
園
内
で
大
き
な
音
の
す
る
花
火
・

ロ
ケ
ッ
ト
花
火
・
打
ち
上
げ
花
火
を
す

る
と
、
ほ
か
の
利
用
者
や
近
隣
の
人
た

ち
の
迷
惑
に
な
り
ま
す
。

　
ま
た
、
危
険
で
す
の
で
絶
対
に
や
め

ま
し
ょ
う
。

※
く
わ
し
く
は
公
園
緑
地
課（
☎
20
‐

1
5
6
2
）へ
。

子
ど
も
や

一
人
親
家
庭
な
ど

医
療
費
の
助
成

子
ど
も
の
医
療
費

　
市
で
は
、
中
学
校
3
年
生
ま
で
の
子

ど
も
の
医
療
費
の
一
部
を
助
成
し
て
い

際
の
医
療
費
の
一
部
を
助
成
し
て
い
ま

す
。
対
象
は
、
子
ど
も
が
18
歳
に
な
る

年
度
の
3
月
31
日
ま
で
で
す
。

　
た
だ
し
、
一
定
額
以
上
の
所
得
が
あ

る
世
帯
な
ど
は
対
象
外
で
す
。

助
成
額

◦
入
院
…
自
己
負
担
額
か
ら
食
事
療
養

費
を
差
し
引
い
た
額

◦
外
来
・
調
剤
…
各
医
療
機
関（
調
剤

は
処
方
箋
を
発
行
し
た
場
所
）の
1

カ
月
ご
と
の
自
己
負
担
額
か
ら
1
、

0
0
0
円
を
差
し
引
い
た
額

※
助
成
を
受
け
る
に
は
、
事
前
に
手
続

き
が
必
要
で
す
。
く
わ
し
く
は
子
育

て
支
援
課（
☎
20
‐
1
5
3
8
）へ
。

雨
水
を
流
さ
な
い
で

公
共
下
水
道
の
汚
水
管

　
市
の
公
共
下
水
道
は
、
汚
水
と
雨
水

を
分
け
て
処
理
す
る
分
流
方
式
で
整
備

さ
れ
て
い
ま
す
。

　
汚
水
管
に
大
量
の
雨
水
が
入
る
と
ポ

ン
プ
場
の
排
水
能
力
を
超
え
、
道
路
上

の
マ
ン
ホ
ー
ル
か
ら
汚
水
が
噴
出
す
る

原
因
に
な
り
ま
す
。

　
汚
水
管
に
雨
水
を
流
さ
な
い
よ
う
注

意
し
て
く
だ
さ
い
。

※
く
わ
し
く
は
下
水
道
課（
☎
20
‐
1 

5
5
3
）へ
。

原
案
の
縦
覧
と

説
明
会
の
開
催

都
市
計
画

　
久
住
第
二
小
学
校
跡
地
地
区
地
区
計

画
に
つ
い
て
、
次
の
通
り
原
案
を
縦
覧

で
き
ま
す
。

　
ま
た
、
原
案
に
つ
い
て
説
明
会
を
開

催
し
ま
す
。

縦
覧

期
間
＝
7
月
17
日
㈫
〜
31
日
㈫（
土
・

日
曜
日
を
除
く
）

場
所
＝
都
市
計
画
課（
市
役
所
5
階
）

意
見
を
提
出
で
き
る
人
＝
利
害
関
係
者

意
見
の
提
出
方
法
＝
8
月
7
日
㈫（
当

日
消
印
有
効
）ま
で
に
縦
覧
場
所
に

あ
る
意
見
提
出
書
に
必
要
事
項
を
書

い
て
、
直
接
ま
た
は
郵
送
で
都
市
計

画
課（
〒
2
8
6
‐
8
5
8
5 

花
崎

町
7
6�

0
）へ

説
明
会

日
時
＝
7
月
23
日
㈪ 

午
後
7
時
か
ら

場
所
＝
市
役
所
6
階
中
会
議
室

※
説
明
会
へ
の
参
加
を
希
望
す
る
人
は

当
日
直
接
会
場
へ
。
く
わ
し
く
は
都

市
計
画
課（
☎
20
‐
1
5
6
0
）へ
。

放射線量測定結果
　6月に測定した次の場所は、放射線量が除染目標値（0.23
マイクロシーベルト/時）以下でした。
測定場所＝小中学校、保育園・幼稚園・認可外保育施設、

市役所、下総・大栄支所、大清水大気測定局（遠山中敷
地内）、幡谷大気測定局（久住体育館隣）

※詳細は、市ホームページ（http://www.city.narita.chiba. 
jp/anshin/page113900.html）に掲載しています。くわ
しくは環境対策課（☎20-1532）へ。

農産物などの放射性物質検査の結果
　6月に検査した次の品目は、放射性物質が基準値以下で
した。
検査品目＝メロン、ジャガイモ、ブルーベリー、トウモロコシ
※詳細は、市ホームページ（http://www.city.narita.chiba. 

jp/anshin/page164300.html）に掲載しています。くわ
しくは農政課（☎20-1541）へ。

小幡　章博 氏

新副市長に小幡章博氏

　6月定例市議会において、小幡章
博氏を副市長に選任することに同意
を得て、市では7月10日付で副市長
に選任しました。
　小幡氏は平成8年に運輸省（現国土
交通省）に奉職。総合政策局物流政
策課企画室長、関東運輸局交通政策
部長などを歴任しました。
　吉田昭二副市長は7月9日付けで退
任しました。
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